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・学習方針（講義概要等） 

 実際に行われている薬剤業務全般についての基本的知識、技能、態度を修得、理解することで、時

代が求める医療を実践できる薬剤師としての素養を身につける。特に臨床薬学１では、処方箋を中心

とした薬物治療業務のみならず、リスクマネージメント、医薬品情報管理と応用、服薬指導、薬学的

管理と処方提案など、薬物治療全般について薬剤師が行っている業務について理解を深めるとともに

業務の目的と薬剤師の役割を理解する。臨床薬学１は、実務実習の事前学習科目である。 

・教育成果（アウトカム） 

 チーム医療や地域医療を実践できる薬剤師としての必要な基本的な知識、技能、態度について説明

できる。薬剤師が行っている業務（リスクマネージメント、医薬品情報管理、服薬指導、薬学的管理

と処方提案など）について理解を深めることで、薬剤師業務の目的と意義が説明できる。 

（ディプロマポリシー：1, 2, 4, 5, 6, 8, 9）

・到達目標（SBO） 

1. 医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について討議する（888）。 

2. 患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対

応ができる（889）。 

3. 患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を

討議する(890)。 

4. 病院・薬局における薬剤師業務全体の流れを概説できる（895）。 

5. 病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重要性について説明できる（896）。 

6. 病院薬剤部門を構成する各セクションの業務を列挙し、その内容と関連を概説できる（897）。

7. 病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を相互に関連づけて説明できる

（898）。 

8. 薬剤師の関わる社会保障制度（医療、福祉、介護）の概略を説明できる（899）。 

9. 調剤業務に関わる事項（処方せん、調剤録、疑義照会等）の意義や取り扱いを法的根拠に基づい

て説明できる（910）。 

10. 代表的な疾患に使用される医薬品について効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互

作用を列挙できる（914）。 

11. 処方オーダリングシステムおよび電子カルテについて概説できる（915）。 

12. 処方せんの様式と必要記載事項、記載方法について説明できる（916）。 

13. 処方せんの監査の意義、その必要性と注意点について説明できる（917）。 



14. 処方せんを監査し、不適切な処方せんについて、その理由が説明できる（918）。 

15. 処方せん等に基づき疑義照会ができる（919）。 

16. 薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を適切に記入できる（925）。 

17. 主な医薬品の成分（一般名）、商標名、剤形、規格等を列挙できる（926）。 

18. 処方せんに従って、計数・計量調剤ができる（927）。 

19. 後発医薬品選択の手順を説明できる（928）。 

20. 代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化のある組合せとその理由を説明できる（929）。 

21. 無菌操作の原理を説明し、基本的な無菌操作を実施できる（930）。 

22. 抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の基本的手技を実施できる（931）。

23. 処方せんに基づき調剤された薬剤の監査ができる（932）。 

24. 適切な態度で、患者・来局者と応対できる（944）。 

25. 妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対や服薬指導において、配慮すべき事項を具体的に列挙

できる（945）。 

26. 患者・来局者から、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副

作用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる（946）。 

27. 患者・来局者に、主な医薬品の効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作用、保管

方法等について適切に説明できる（947）。 

28. 代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる（948）。 

29. 患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤（眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己注射剤等）の取扱い方

法を説明できる（949）。 

30. 薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意義・重要性について説明できる（950）。 

31. 代表的な疾患の症例についての患者応対の内容を適切に記録できる（951）。 

32. 医薬品管理の意義と必要性について説明できる（959）。 

33. 医薬品管理の流れを概説できる（960）。 

34. 劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬および覚醒剤原料等の管理と取り扱いについて説明できる

（961）。 

35. 特定生物由来製品の管理と取り扱いについて説明できる（962）。 

36. 代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管管理方法を説明できる（963）。 

37. 院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる（964）。 

38. 薬局製剤・漢方製剤について概説できる（965）。 

39. 医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる（966）。 

40. 処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを生じやすい事例を列挙できる（972）。 

41. 特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴

と注意点を列挙できる（973）。 

42. 代表的なインシデント（ヒヤリハット）、アクシデント事例を解析し、その原因、リスクを回避

するための具体策と発生後の適切な対処法を討議する（974）。 

43. 感染予防の基本的考え方とその方法が説明できる（975）。 

44. 衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施できる（976）。 

45. 代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調製時の注意点を説明できる（977）。 

46. 医薬品のリスクマネジメントプランを概説できる（978）。 

47. 基本的な医療用語、略語の意味を説明できる（986）。 

48. 患者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）から、薬

物療法に必要な情報を収集できる（987）。 

49. 身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）の目的と得られた所見の薬学的管理への活用

について説明できる（988）。 

50. 基本的な身体所見を観察・測定し、評価できる（989）。 

51. 薬物療法に必要な医薬品情報を収集・整理・加工できる（993）。 

52. 代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて科学的根拠に基づいた処方設計ができる

（999）。 

53. 病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授乳婦、小児、高齢者など）等を考慮し、薬剤の



選択や用法・用量設定を立案できる（1000）。 

54. 患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒアランスが良くない原因とその対処法を説明できる

（1001）。 

55. 皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の基本的な手技を説明できる（1002）。 

56. 代表的な輸液の種類と適応を説明できる（1003）。 

57. 患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足などが評価できる（1004）。 

58. 代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作用に関してモニタリングすべき症状と検査所見等

を具体的に説明できる（1013）。 

59. 代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患者情報収集ができる（1014）。 

60. 代表的な疾患の症例における薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行

い、 SOAP 形式等で記録できる（1015）。 

61. 地域における薬局の機能と業務について説明できる（106）。 

62. 医薬分業の意義と動向を説明できる（107）。 

63. かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理の意義について説明できる（108）。 

64. セルフメディケーションにおける薬局の役割について説明できる（109）。 

65. 災害時の薬局の役割について説明できる（110）。 

66. 医療費の適正化に薬局が果たす役割について説明できる（111）。 

67. 地域包括ケアの理念について説明できる（112）。 

68. 在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説明できる（113）。 

69. 学校薬剤師の役割について説明できる（114）。 

70. 地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源について概説できる（115）。 

71. 地域から求められる医療提供施設、福祉施設及び行政との連携について討議する（116）。 

72. 地域の保健、医療、福祉に関わる職種とその連携体制（地域包括ケア）およびその意義について

説明できる（1035）。 

73. 地域における医療機関と薬局薬剤師の連携の重要性を討議する（1036）。 

74. 在宅医療・介護の目的、仕組み、支援の内容を具体的に説明できる（1039）。 

75. 在宅医療・介護を受ける患者の特色と背景を説明できる（1040）。 

76. 在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とその重要性について説明できる（1041）。 

77. 地域保健における薬剤師の役割と代表的な活動（薬物乱用防止、自殺防止、感染予防、アンチド

ーピング活動等）について説明できる（1045）。 

78. 公衆衛生に求められる具体的な感染防止対策を説明できる（1046）。 

79. 現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフメディケーションの重要性を討議する

（1049）。 

80. 代表的な症候（頭痛・腹痛・発熱等）を示す来局者について、適切な情報収集と疾患の推測、適

切な対応の選択ができる（1050）。 

81. 代表的な症候に対する薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品・一般用医薬品の適切な取り扱

いと説明できる。（1051）。 

82. 代表的な生活習慣の改善に対するアドバイスができる（1052）。 

83. 災害時医療について概説できる（1058）。 

・講義日程                             （矢）東 104 1-D 講義室

月日 曜日 時限 講座・分野 担当教員 講義内容/到達目標 

4/9 火 3 地域医療薬学分野 松浦 誠 特任教授

「臨床における心構え」 

「薬剤師業務の概要」  

1. 臨床において医療の担い手としての

必要な心構えついて概説できる。 

2. 臨床における薬剤師の業務および流

れについて概説できる。 



事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

4/12 金 2 臨床薬剤学分野 平舩 寛彦 助教

「処方箋に基づく調剤」 

1. 調剤業務の法的根拠を説明できる。

2. 処方箋の記載事項や患者の状態に基

づいた疑義照会について説明できる。

3. 処方箋に基づいた医薬品の調剤につ

いて説明できる。 

事前学習：３年次の「調剤学」及び

「薬事関係法規・制度１」で学んだ内

容を復習する。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

4/15 月 3 臨床薬剤学分野 平舩 寛彦 助教

「患者・来局者応対、服薬指導、患者

教育（１）」 

1. 患者・来局者から収集できる情報に

ついて説明できる。 

2. 適切な服薬指導について説明でき

る。 

3. 代表的疾患についての生活項目につ

いて説明できる。 

【双方向授業】 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

4/16 火 3 臨床薬剤学分野 平舩 寛彦 助教

「患者・来局者応対、服薬指導、患者

教育（２）」 

1. 代表的製剤の特徴と使用方法につい

て説明できる。 

2. 収集した患者情報の適切な記録につ

いて説明できる。 

【双方向授業】【グループワーク】 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

4/17 火 4 臨床薬剤学分野 平舩 寛彦 助教 「医薬品の供給と管理（１）」 



1. 医薬品の適正な供給と管理について

説明できる。 
2. 特別な配慮が必要な医薬品の管理に

ついて説明できる。 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。３年次の「薬事関係法規・

制度１」で学んだ内容を復習する。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

4/18 木 1 臨床薬剤学分野 平舩 寛彦 助教

「医薬品の供給と管理（２）」 

1. 院内製剤の意義、調製上の手続き、

品質管理について説明できる。  
2. 薬局製造販売医薬品について説明で

きる。 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。３年次の「薬事関係法規・

制度１」で学んだ内容を復習する。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

4/23 火 3 臨床薬剤学分野 工藤 賢三 教授

「医薬品の安全管理（１）」 

1. 医薬品リスク管理計画とその応用に

ついて説明できる。 

2. ハイリスク薬の安全管理について説

明できる。 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

5/7 火 3 臨床薬剤学分野 工藤 賢三 教授

「医薬品の安全管理（２）」 

1. 感染管理の基本から応用について説

明できる。 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

5/13 月 1 臨床薬剤学分野 工藤 賢三 教授

「医薬品の安全管理（３）」 

1. インシデント・アクシデントの事例

解析について説明できる。 

2. 調剤に関するエラーおよびエラー防



止対策について説明できる。 

【双方向授業】 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

5/14 火 1 地域医療薬学分野 松浦 誠 特任教授

中間まとめ 
1.「薬剤師業務の概要」 

2.「処方箋に基づく調剤」 

3.「患者・来局者応対、服薬指導、患

者教育（１）」 

4.「患者・来局者応対、服薬指導、患

者教育（２）」 

5.「医薬品の供給と管理（１）」 
6.「医薬品の供給と管理（２）」 
7.「医薬品の安全管理（１）」 

8.「医薬品の安全管理（２）」 

9.「医薬品の安全管理（３）」 

1～9 について授業内容の要点につい

てまとめを行う。 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

5/20 月 2 地域医療薬学分野 松浦 誠 特任教授

「患者情報の把握」 
1. 基本的な医療用語、略語の意味を説

明できる。 

2．患者および種々の情報源（診療

録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬

手帳、持参薬等）から、薬物療法に必

要な情報について説明できる。 

3.身体所見の観察・測定（フィジカル

アセスメント）の目的と得られた所見

の薬学的管理への活用について説明で

きる。 

【双方向授業】 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 



5/30 木 1 地域医療薬学分野 松浦 誠 特任教授

「医薬品情報の収集と活⽤」 
1. 薬物療法に必要な医薬品情報を収

集・整理・加工について説明できる。

2．緊急安全性情報、安全性速報、不

良品回収、製造中止などの緊急情報の

取り扱いについて説明できる。 

3.病院内における医薬品採用・整理に

ついて説明できる。 

【双方向授業】 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

6/3 月 2 地域医療薬学分野 松浦 誠 特任教授

「処方設計と薬物療法の実践（1）」 

注射・輸液、経腸栄養 

1. 皮下注射、筋肉内注射、静脈内注

射・点滴等の基本的な手技を説明でき

る。 

2. 代表的な輸液の種類と適応を説明で

きる。 

3. 患者の栄養状態や体液量、電解質の

過不足などについて説明できる。 

【双方向授業】 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

6/4 火 3 地域医療薬学分野 松浦 誠 特任教授

「処方設計と薬物療法の実践（2）」 

処方設計と提案 

1. 代表的な疾患に対して、疾患の重症

度等に応じて科学的根拠に基づいた処

方設計について説明できる。 

2. 病態（肝・腎障害など）や生理的特

性（妊婦・授乳婦、小児、高齢者な

ど）等を考慮し、薬剤の選択や用法・

用量設定について説明できる。 

【双方向授業】 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 



6/10 月 2 地域医療薬学分野 松浦 誠 特任教授

「処方設計と薬物療法の実践（3）」 

薬物療法における効果と副作用の評価

1. 代表的な疾患に用いられる医薬品の

効果、副作用に関してモニタリングす

べき症状と検査所見等を具体的に説明

できる。 

2. 代表的な疾患における薬物療法の評

価に必要な患者情報について説明でき

る。 

3. 代表的な疾患の症例における薬物治

療上の問題点を列挙し、適切な評価と

薬学的管理の立案を行い、SOAP 形式

等で記録方法について説明できる。 

【双方向授業】 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

6/11 火 2 地域医療薬学分野 高 橋  寛  教 授

「地域医療と薬剤師（1）」 

保険薬局における薬剤師の役割 

1. 地域における薬局の機能と業務につ

いて説明できる。 

2. 医薬分業の意義と動向を説明でき

る。 

3. かかりつけ薬局・薬剤師による薬学

的管理の意義について説明できる。 

4. セルフメディケーションにおける薬

局の役割について説明できる。 

5. 医療費の適正化に薬局が果たす役割

について説明できる 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

6/17 月 2 地域医療薬学分野 高 橋  寛  教 授

「地域医療と薬剤師（2）」 

在宅（訪問）医療・介護への参画 

1. 在宅医療・介護の目的、仕組み、支

援の内容を具体的に説明できる。 

2. 在宅医療・介護を受ける患者の特色

と背景を説明できる。 

3. 在宅医療・介護に関わる薬剤師の役

割とその重要性について説明できる。

4. 在宅医療及び居宅介護における薬局

と薬剤師の役割について説明できる。

5. 地域の保健、医療、福祉に関わる職



種とその連携体制（地域包括ケア）お

よびその意義について説明できる。 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

6/18 火 3 地域医療薬学分野 高 橋  寛  教 授

「地域医療と薬剤師（3）」 

地域保健（公衆衛生、学校薬剤師、啓

発活動）への参画 

1 .地域の保健、医療、福祉において利

用可能な社会資源について概説でき

る。 

2. 地域保健における薬剤師の役割と代

表的な活動（薬物乱用防止、自殺防

止、感染予防、アンチドーピング活動

等）について説明できる。 

3. 公衆衛生に求められる具体的な感染

防止対策を説明できる。 

4. 学校薬剤師業務について説明でき

る。 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

6/25 火 3 地域医療薬学分野 高 橋  寛  教 授

「地域医療と薬剤師（4）」 

プライマリケア、セルフメディケーシ

ョンの実践 

1. 現在の医療システムの中でのプライ

マリケア、セルフメディケーションの

重要性について説明できる。 

2. 代表的な症候（頭痛・腹痛・発熱

等）を示す来局者について、適切な情

報収集と疾患の推測、適切な対応の選

択とその理由について説明できる。 

3. 代表的な症候に対する薬局製剤（漢

方製剤含む）、要指導医薬品・一般用

医薬品の適切な取り扱いと説明でき

る。 

4. 代表的な生活習慣改善に対するアド

バイス事項について説明できる。 

【双方向授業】 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演



習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

7/2 火 3 地域医療薬学分野 高 橋  寛  教 授

「地域医療と薬剤師（5）」 

災害時医療と薬剤師 

1. 災害時医療について概説できる。 

2. 災害時における地域の医薬品供給体

制・医療救護体制について説明でき

る。 

3. 災害時における病院・薬局と薬剤師

の役割について説明できる。 

事前学習：予定されている授業内容を

確認し、予め教科書や参考書等で予習

しておく。 

事後学習：講義で用いた配布資料や演

習問題を確認し振り返りを行う。必要

に応じて授業内容をまとめる。 

・教科書・参考書等（教：教科書   参：参考書   推：推薦図書） 

書籍名 著者名 発行所 発行年 

教  

スタンダード薬学シリーズ II 

7 臨床薬学 I. 臨床薬学の基礎

および処方箋に基づく調剤 

日本薬学会 他 編 東京化学同人 2017 

教  
スタンダード薬学シリーズ II 

7 臨床薬学 II. 薬物療法の実践 
日本薬学会 他 編 東京化学同人 2018 

教  

スタンダード薬学シリーズ II 

7 臨床薬学 III.チーム医療およ

び地域の保健・医療・福祉へ

の参画 

日本薬学会 他 編 東京化学同人 2018 

参 
臨床薬学テキストシリーズ 

薬学と社会  
乾 賢一 監修 中山書店 2017 

参 薬学と社会 2019 薬学教育センター 編 評言社 2018 

参 治療薬マニュアル 2019 高久史磨、矢崎義雄 監修 医学書院 2018 

参 

新ビジュアル薬剤師実務シリ

ーズ薬剤師業務の基本［知

識・態度］第 3 版 

上村直樹，平井みどり 監修 羊土社 2017 

参 

新ビジュアル薬剤師実務シリ

ーズ薬剤師業務の基本［技

能］第 3 版 

上村直樹，平井みどり 監修 羊土社 2017 

 



・成績評価方法 

 定期テスト（80％）と小テスト（20％）で評価を行う。 

・特記事項・その他 

事前学習・事後学習のポイント 

事前学習については各自が用意したノートに、予定されている到達目標の内容に関して予め教科書や

参考書等を読んでまとめる。 

事後学習は予習内容、授業内容の要点・課題について理解できるようにすること。必要に応じて授業

内容をまとめておくこと。これらの学習には事前学習 30 分、事後学習に 30 分を要する。 

講義は原則教科書及び参考書を用いて実施する。必要に応じてスライドを使用することがあるが、ハ

ンドアウトの配布は行わない。補足資料は適宜配布する。 

定期テスト、小テストについては、講義中に解説する。 

授業開始時に前回講義内容に関する小テストを実施する。小テストは授業出欠確認を兼ねて実施す

る。小テストの回答用紙には自由記載欄があり、教員への質問や要望を伝えることができるようにな

っており、適宜フィードバックする。 

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

 
コンピューター 1  

講義資料の映写、プレゼンテ

ーション  


